
請求時期による受給の選択肢 (現行 )

【65歳～70歳の間に請求を行った場合】

65歳 繰下げ可能範囲

① 請求時点における繰下ι授 給
を選択した場合

② 請求時点における繰下ι授 給
を選択しなかった場合

【70歳以降に請求をイ予った場合】

70歳
■ ■ ■ ロ ロ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ● ■ ■

65滞晃          籠果T同時可有旨筆色Eヨ
         .口

70滞発
.....《】|.........・

・・・・・・
口・・ 口・・・・

口
・・・・・・

口
・・・ 1)D>72歳

①

① 請求時点における繰下1浸給
を選択した場合

(→ 70歳で繰下げ申出があつたものとして
年金額を算定する)

② 請求時点における繰下げ受給
を選択しなかつた場合
(→ 5年より前の分は時効消滅)
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